
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
も
と
よ
り
本
論
文
の
先
駆

的
な
意
義
を
い
さ
さ
か
も
失
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
点
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
鈴
木
君
の
今
後
の
研
究
の
な
か
で
十
分
に
展
開
さ

れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
鈴
木
君
は
そ
れ
だ
け
の
力
量
を
備
え

て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
中
国
共
産
党
の

今
日
の
政
治
的
支
配
の
構
造
に
関
す
る
世
界
的
に
も
優
れ
た
学
術
研

究
で
あ
る
と
判
断
し
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
鈴
木
隆
君
の
業
績
が
博
士

学
位
（
法
学
、
慶
應
義
塾
大
学
）
を
授
与
す
る
に
値
す
る
十
分
な
学

識
を
示
し
た
内
容
で
あ
る
と
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
七
月
七
日

主
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

法
学
博
士

国
分

良
成

副
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法

学

研

究

科

委

員

横
手

慎
二

副
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

法
学
博
士

高
橋

伸
夫

島
田
志
帆
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一

は
じ
め
に

島
田
志
帆
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文

支
払
免
責
制
度
の
研

究

（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
債
務
者
保
護
と
し
て
の

取
引
安
全
の
あ
り
方
に
関
す
る
問
題
意
識
を
背
景
に
、
手
形
法
に
お

け
る
支
払
免
責
制
度
の
基
本
理
論
を
追
究
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

を
踏
ま
え
て
民
法
分
野
に
お
け
る
預
金
者
保
護
に
係
る
問
題
に
も
取

り
組
ん
だ
、
き
わ
め
て
意
欲
的
な
試
み
で
あ
る
。

提
出
論
文
の
主
た
る
内
容
と
な
る
、
手
形
法
の
支
払
免
責
制
度
に

関
す
る
第
1
章
、
第
2
章
、
第
3
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
学
院
在
籍
時

に
公
表
さ
れ
た
三
つ
の
論
文
（

手
形
債
務
者
の
免
責
の
法
的
構
造

│
手
形
法
四
〇
条
三
項
の
意
義
と
適
用
範
囲
│

法
学
政
治
学
論
究

四
七
号
（
二
〇
〇
〇
年
）、

民
法
四
七
〇
条
の
法
的
構
造
│
民
法
上

の
指
図
債
権
に
お
け
る

形
式
的
資
格

│

法
学
政
治
学
論
究
五

〇
号
（
二
〇
〇
一
年
）、

遡
求
権
保
全
の
要
件
と
し
て
の
支
払
呈
示

に
関
す
る
一
考
察
│
ド
イ
ツ
の
支
払
拒
絶
証
書
論
を
参
考
に
│

法

学
政
治
学
論
究
五
三
号
（
二
〇
〇
二
年
））
を
大
幅
に
加
筆
・
修
正
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し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
付
論
1

預
金
者
と
銀
行
の
利
害
調
整

基
準
に
関
す
る
一
試
論
│
払
戻
請
求
書
の
免
責
的
効
力
を
基
礎
に

│

は
京
都
学
園
法
学
二
〇
〇
八
年
二
・
三
号
に
、
付
論
2

預
金

払
戻
し
に
関
す
る
免
責
約
款
の
効
力

は

慶
應
の
法
律
学

商
事

法
│
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
法
学
部
論
集

（
慶
應
義
塾
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
に
、
付
論
3

【
判
例
研
究
】
盗
難
通

帳
に
よ
る
不
正
な
預
金
払
戻
し
と
預
金
者
の
過
失

は
旬
刊
金
融
法

務
事
情
二
〇
〇
八
年
八
月
二
五
日
号
（
一
八
四
三
号
）
に
お
い
て
公

表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
以
上
を
所
収
し
た
著
書
と
し
て
公
刊
さ
れ

て
い
る
。

二

本
論
文
の
構
成

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章第

1
節

問
題
意
識

第
2
節

本
書
の
課
題
と
構
成

第
1
章

支
払
免
責
制
度
の
法
的
構
造

第
1
節

は
じ
め
に

第
2
節

手
形
債
務
者
の
支
払
免
責
と
所
持
人
の
形
式
的
資
格
の
関

係

第
3
節

ド
イ
ツ
に
お
け
る
支
払
免
責
制
度
の
生
成
と
確
立

第
4
節

有
価
証
券
理
論
と
し
て
の
支
払
免
責

第
5
節

統
一
手
形
法
の
受
容
と
現
行
ド
イ
ツ
手
形
法
に
お
け
る
支

払
免
責
制
度

第
6
節

手
形
法
四
〇
条
三
項
の
意
義
と
適
用
範
囲

第
7
節

小
括

第
2
章

民
法
上
の
指
図
債
権
に
お
け
る
債
務
者
の
支
払
免
責

第
1
節

は
じ
め
に

第
2
節

民
法
四
七
〇
条
の
起
草
趣
旨

第
3
節

商
法
草
案
に
お
け
る
所
持
人
の

資
格
（Le

giti
m
a‑

tio
n

）

と
債
務
者
の
支
払
免
責

第
4
節

民
法
四
七
〇
条
の
法
的
構
造
と
所
持
人
の
同
一
性
に
つ
い

て
の
調
査
義
務

第
5
節

小
括

第
3
章

手
形
法
に
お
け
る
裏
書
の
連
続
の
意
義

第
1
節

は
じ
め
に

第
2
節

ド
イ
ツ
に
お
け
る
支
払
拒
絶
証
書
の
作
成
に
関
す
る
学
説

の
展
開

第
3
節

遡
求
権
保
全
と
所
持
人
の
形
式
的
資
格

第
4
節

小
括

終
章

付
論
1

預
金
者
と
銀
行
の
利
害
調
整
基
準
に
関
す
る
一
試
論
│
払
戻

請
求
書
の
免
責
的
効
力
を
基
礎
に

付
論
2

預
金
払
戻
し
に
関
す
る
免
責
約
款
の
効
力
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付
論
3

［
判
例
研
究
］
盗
難
通
帳
に
よ
る
不
正
な
預
金
払
戻
し
と
預

金
者
の
過
失

三

本
論
文
の
内
容

（
1
）
序
章
で
は
、
支
払
免
責
制
度
を
研
究
対
象
と
す
る
意
義
が
説

か
れ
て
い
る
。
支
払
免
責
に
関
す
る
議
論
は
昭
和
四
〇
年
代
に
一
つ

の
到
達
点
に
達
し
た
も
の
の
、
昭
和
の
時
代
に
論
争
を
主
導
し
た
論

者
が
、
平
成
に
入
っ
て
も

再
論

と
題
す
る
論
文
を
相
次
い
で
公

表
す
る
な
ど
（
喜
多
了
佑

手
形
支
払
者
の
調
査
義
務
再
論

（
一

九
九
〇
年
）、
手
塚
尚
男

手
形
法
四
〇
条
三
項
に
お
け
る
弁
済
受

領
者
の
範
囲
再
論

（
一
九
九
六
年
））、
支
払
免
責
の
理
論
構
造
の

解
明
は
今
な
お
基
本
的
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
の
主
た

る
関
心
事
も
こ
の
我
が
国
に
お
け
る
支
払
免
責
制
度
の
理
論
構
造
の

解
明
に
あ
り
、
論
文
の
構
成
は
そ
の
解
明
に
向
け
て
ゆ
る
ぎ
な
く
進

行
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
う
え
で
、
そ
の
眼
は
現
代
的
な
課
題

の
解
明
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
近
時
の
預
金
の
不
正

な
払
戻
し
に
係
る
銀
行
の
免
責
の
問
題
も
、
規
律
す
る
法
文
は
異
な

る
も
の
の
、
通
帳
や
届
出
印
の
所
持
人
（
窃
盗
者
）
と
い
っ
た
無
権

限
者
に
対
し
て
支
払
っ
て
も
免
責
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
支
払
免
責

と
類
似
し
た
法
的
構
造
を
持
つ
た
め
、
現
代
的
課
題
で
あ
る
預
金
の

不
正
な
払
戻
し
と
銀
行
の
免
責
に
つ
い
て
も
手
形
法
か
ら
の
示
唆
を

与
え
う
る
と
見
る
の
で
あ
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
こ
れ
ま
で
私
法
学

に
お
い
て
、
債
務
者
保
護
と
し
て
の
取
引
安
全
保
護
が
過
度
に
強
調

さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
筆
者
の
主
た
る
関
心
は
、
支
払
免
責
制
度

を
規
定
す
る
手
形
法
四
〇
条
三
項
に
お
い
て
、
所
持
人
の
無
権
利
と

い
う
点
だ
け
で
は
な
く
、
所
持
人
の
能
力
・
権
限
や
同
一
性
の
欠
缺

の
場
合
に
も
支
払
免
責
の
効
果
が
及
ぶ
と
す
る
多
数
説
の
批
判
的
検

討
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
筆
者
は
、
い
わ
ば

善
意
者
保

護

と
い
う
理
由
づ
け
だ
け
で
広
い
保
護
範
囲
が
認
め
ら
れ
て
き
た

と
も
い
え
る
同
条
に
つ
い
て
、
所
持
人
の
形
式
的
資
格
概
念
が
支
払

免
責
の
理
論
的
根
拠
を
提
供
し
う
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、

我
が
国
の
手
形
法
学
が
立
法
と
解
釈
の
両
面
に
お
い
て
ド
イ
ツ
有
価

証
券
法
学
か
ら
強
力
な
影
響
を
受
け
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
我

が
国
と
ド
イ
ツ
法
と
の
関
わ
り
を
根
本
か
ら
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
解
答
を
見
出
そ
う
と
試
み
て
い
る
。
な
か
で
も
筆
者
の
特

徴
は
、
ド
イ
ツ
あ
る
い
は
我
が
国
そ
れ
ぞ
れ
の
立
法
の
沿
革
史
や
学

説
の
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ド
イ
ツ
の
そ
れ
が
日
本
に
ど
の
よ
う
に

受
容
さ
れ
、
我
が
国
独
自
の
法
事
情
の
も
と
、
ど
の
よ
う
に
展
開
さ

れ
た
の
か
と
い
う
点
に
主
眼
を
置
き
、
こ
れ
を
丹
念
に
分
析
し
て
い

る
点
に
あ
る
。
こ
の
点
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
に
あ
る
べ
き

支
払
免
責
制
度
と
い
う
も
の
が
明
ら
か
に
な
り
う
る
と
す
る
。
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（
2
）
第
1
章

支
払
免
責
制
度
の
法
的
構
造

は
、
本
論
文
の
総

論
を
な
す
章
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
我
が
国
に
お
け
る
支
払
免
責

に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
振
り
返
る
こ
と
で
問
題
提
起
を
行
い

（
第
2
節
）、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
支
払
免
責
制
度
の
生
成
と
展
開
（
第

3
節
及
び
第
4
節
）、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
統
一
手
形
法
に
お
け
る
手
形
法

四
〇
条
三
項
の
成
立
過
程
、
現
行
ド
イ
ツ
手
形
法
四
〇
条
三
項
の
解

釈
に
関
す
る
議
論
を
検
討
し
た
う
え
で
（
第
5
節
）、
総
括
と
し
て
、

我
が
国
に
あ
る
べ
き
支
払
免
責
制
度
の
法
的
構
造
を
探
究
し
て
い
る

（
第
6
節
）。

第
2
節
で
は
、
手
形
法
四
〇
条
三
項
の
よ
う
な
明
文
の
規
定
が
存

在
し
な
か
っ
た
我
が
国
の
旧
法
に
お
い
て
も
、
所
持
人
の
資
格
な
い

し
形
式
的
資
格
概
念
の
も
と
に
支
払
免
責
の
効
果
が
語
ら
れ
て
い
た

点
に
着
目
し
、
所
持
人
の
資
格
な
い
し
形
式
的
資
格
概
念
が
支
払
免

責
の
効
果
を
導
き
出
す
う
え
で
理
論
的
根
拠
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
所
持
人
の
資
格
な
い
し
形
式
的

資
格
概
念
は
、
旧
法
と
現
行
法
と
で
は
そ
の
意
味
内
容
が
変
容
し
て

お
り
、
善
意
取
得
制
度
と
の
関
連
で
も
、
形
式
的
資
格
に
基
づ
く
効

果
と
理
解
す
る
か
否
か
の
点
で
違
い
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
が
参

照
す
る
の
が
ド
イ
ツ
に
お
け
る
支
払
免
責
制
度
に
関
す
る
議
論
で
あ

り
、
資
格
概
念
が
ド
イ
ツ
法
に
由
来
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
概
念
の

ル
ー
ツ
を
探
る
べ
く
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
立
法
史
及
び
学
説
史
の

分
析
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

第
3
節
で
は
、
ド
イ
ツ
支
払
免
責
制
度
の
淵
源
を
求
め
て
一
九
世

紀
手
形
法
学
ま
で
遡
り
、
一
八
四
七
年
プ
ロ
イ
セ
ン
手
形
条
例
草
案

三
六
条
の
立
法
理
由
を
紐
解
く
。
所
持
人
の
資
格
調
査
を
前
提
に
、

資
格
者
に
対
し
て
支
払
っ
て
免
責
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
で
、

裏
書

さ
れ
た
手
形
の
所
持
人
は
、
自
己
ま
で
続
く
一
連
の
裏
書
に
よ
っ
て

手
形
の
所
有
権
者
と
し
て
資
格
づ
け
ら
れ
る
。

こ
と
、
そ
し
て

債
務
者
は
裏
書
の
真
正
を
調
査
す
る
義
務
は
な
い
。

こ
と
が
規
定

さ
れ
た
と
す
る
。
筆
者
は
、
こ
こ
に
、
資
格
調
査
と
い
う
一
定
の
調

査
義
務
の
履
践
の
も
と
に
支
払
免
責
の
効
果
を
理
解
す
る
ド
イ
ツ
支

払
免
責
制
度
の
基
本
形
が
確
立
さ
れ
た
と
見
る
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
一
八
四
八
年
普
通
ド
イ
ツ
手
形
条
例
の
成
立

過
程
で
は
、
裏
書
に
偽
造
な
ど
の
明
ら
か
な
瑕
疵
が
あ
る
場
合
で
も
、

債
務
者
は
裏
書
の
連
続
し
た
所
持
人
に
支
払
う
べ
き
と
さ
れ
、
迅

速
・
円
滑
な
決
済
の
実
現
に
よ
る
手
形
取
引
の
安
全
が
、
真
の
債
権

者
の
保
護
よ
り
優
先
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

善
意
取
得
制
度
が
普
通
ド
イ
ツ
手
形
条
例
七
四
条
と
し
て
採
用
さ
れ

る
に
至
る
と
、
債
務
者
に
資
格
者
に
対
す
る
絶
対
的
な
支
払
義
務
を

認
め
る
上
述
の
考
え
方
は
、
こ
れ
と
衝
突
す
る
│
│
悪
意
で
手
形
を

取
得
し
た
裏
書
連
続
手
形
の
所
持
人
に
も
、
債
務
者
は
支
払
を
義
務
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づ
け
ら
れ
て
し
ま
う
│
│
。
こ
の
問
題
は
、
一
八
六
一
年
ニ
ュ
ル
ン

ベ
ル
ク
改
正
法
の
成
立
に
よ
っ
て
解
釈
上
の
決
着
が
付
け
ら
れ
、
所

持
人
が
善
意
取
得
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
債
務
者
は
そ
の
権
利
行

使
に
対
し
て
手
形
条
例
八
二
条
の
抗
弁
権
を
主
張
し
、
支
払
を
拒
絶

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
。
た
だ
、
支
払
拒
絶
が
で
き
る

と
い
う
だ
け
で
は
、
債
務
者
は
、
悪
意
で
手
形
を
取
得
し
た
所
持
人

に
支
払
っ
て
も
よ
く
、
支
払
え
ば
有
効
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
た
め
、

判
例
・
学
説
に
お
い
て
、
債
務
者
が
所
持
人
の
無
権
利
に
つ
い
て
の

確
実
な
証
明
手
段
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
信
義
則
上
、
債
務
者

は
支
払
拒
絶
す
べ
き
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
筆
者

は
、
債
務
者
の
資
格
者
に
対
す
る
絶
対
的
な
支
払
義
務
と
し
て
生
成

さ
れ
た
支
払
免
責
が
、
善
意
取
得
制
度
の
確
立
に
伴
い
、
債
務
者
は
、

所
持
人
の
無
権
利
に
つ
い
て
の
証
明
手
段
を
確
保
し
て
い
る
場
合
に

は
支
払
拒
絶
す
べ
き
と
解
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
発
生

史
的
に
、
支
払
免
責
は
善
意
の
債
務
者
保
護
の
制
度
で
は
な
い
と
の

結
論
を
導
く
。

第
4
節
で
は
、
以
上
の
発
生
史
的
沿
革
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
代

に
お
い
て
支
払
免
責
制
度
が
善
意
者
保
護
の
制
度
と
し
て
理
解
さ
れ

て
い
く
過
程
を
学
説
史
の
中
に
読
み
取
る
。
ま
ずB

r
u
n
n
er

は
、

債
務
者
の
資
格
調
査
と
い
う
伝
統
的
な
免
責
理
論
に
基
づ
い
て
支
払

免
責
の
効
果
を
理
解
す
る
も
の
の
、
債
務
者
に
よ
る
悪
意
（m

ala

fid
es

）
の
支
払
に
は
免
責
の
効
果
が
排
除
さ
れ
る
と
説
い
た
。
ま

た
、vo

n
G
ier

k
e

は
、
支
払
免
責
と
善
意
取
得
と
を
資
格
力

（Le
giti

m
atio

n
s
k
raft

）
に
基
づ
く
効
果
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、

信
義
則
に
反
す
る
支
払
│
│
所
持
人
の
無
権
利
を
知
り
、
か
つ
そ
れ

を
証
明
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
支
払
う
よ
う
な
場
合
│
│
に
は
免

責
の
効
果
が
排
除
さ
れ
る
と
し
た
。Jaco

bi

は
、
資
格
と
は
権
利

外
観
即
ち
権
利
者
た
る
蓋
然
性
に
過
ぎ
な
い
と
説
き
、
権
利
外
観
の

作
用
と
し
て
、
支
払
免
責
、
立
証
責
任
の
転
換
（
権
利
推
定
）、
善

意
取
得
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
筆
者
は
、
資
格
が
権
利
証

明
と
い
う
意
味
を
離
れ
、
権
利
外
観
│
│
権
利
者
た
る
蓋
然
性
│
│

と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
、
支
払
免
責
の
理
論
は

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
す
る
。

第
5
節
で
は
、
二
〇
世
紀
に
お
け
る
手
形
・
小
切
手
法
の
国
際
的

統
一
が
、
ド
イ
ツ
の
支
払
免
責
制
度
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の

か
と
い
う
問
題
が
扱
わ
れ
る
。
ま
ず
ハ
ー
グ
会
議
で
は
、
手
形
法
四

〇
条
三
項
の
起
草
に
際
し
て
、
資
格
調
査
の
も
と
に
支
払
免
責
の
効

果
を
理
解
す
る
ド
イ
ツ
法
系
と
、
債
務
者
の
支
払
に
有
効
性
を
推
定

す
る
フ
ラ
ン
ス
法
系
と
の
対
立
が
あ
り
、
現
行
手
形
法
四
〇
条
三
項

の
前
段
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
影
響
が
、
後
段
は
ド
イ
ツ
法
系
の
影

響
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
前
段
に
い
う

悪
意

（fra
u
d

）

が
規
定
さ
れ
る
ま
で
に
は
変
遷
が
あ
り
、
専
門
家
委
員
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会
草
案
で
提
案
さ
れ
て
い
た

b
a
d
faith

と
の
表
現
が
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
会
議
の
時
点
で
再
び

fra
u
d

に
戻
さ
れ
た
と
い
う
。
筆
者

は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
の
議
事
録
を
紐
解
き
、
こ
こ
で

fra
u
d

に

戻
さ
れ
た
の
は
、
所
持
人
の
無
権
利
に
つ
い
て
の
確
実
な
証
拠
方
法

を
確
保
せ
ず
に
支
払
え
ば
敗
訴
の
危
険
を
負
う
と
い
う
意
味
で
の
債

務
者
の
支
払
強
制
の
地
位
を
考
慮
し
た
た
め
で
あ
っ
た
と
分
析
す
る
。

筆
者
が
次
に
検
討
し
て
い
る
点
は
、
統
一
手
形
法
を
受
容
し
て
以

後
、
ド
イ
ツ
法
が
手
形
法
四
〇
条
三
項
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
解
釈

を
与
え
た
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。
結
論
的
に
は
、
新
法
下
の
多
数
説

は
、
理
論
的
に
は
権
利
外
観
理
論
に
依
拠
し
つ
つ
、
四
〇
条
三
項
は
、

無
権
利
の
所
持
人
へ
の
支
払
の
み
な
ら
ず
、
処
分
権
限
や
行
為
能
力

を
欠
く
所
持
人
、
最
後
の
被
裏
書
人
と
の
同
一
性
を
欠
く
所
持
人
へ

の
支
払
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
と
解
し
て
い
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、

現
在
の
多
数
説
は
、
債
務
者
は
善
意
取
得
者
と
異
な
り
、
支
払
を
強

制
さ
れ
る
地
位
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
支
払
免
責
は
善
意

取
得
よ
り
保
護
範
囲
を
広
く
す
る
も
の
と
解
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に

対
し
て
は
、
支
払
強
制
の
地
位
と
い
う
こ
と
は
、
手
形
法
一
六
条
一

項
に
よ
り
権
利
推
定
さ
れ
た
所
持
人
か
ら
の
支
払
請
求
に
対
し
て
、

所
持
人
の
無
権
利
を
立
証
し
な
け
れ
ば
敗
訴
す
る
危
険
を
負
う
と
い

う
地
位
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
善
意
取
得
と
保
護
範
囲
の
違
い

を
理
由
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
批
判
も
有
力
と
な
っ
て
い
る

と
す
る
。

か
く
し
て
、
第
6
節
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
総
括
す

る
形
で
、
我
が
国
に
あ
る
べ
き
支
払
免
責
制
度
の
法
的
構
造
が
探
究

さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
我
が
国
の
沿
革
を
重
ん
じ
て
、
所
持
人
の
形

式
的
資
格
に
支
払
免
責
の
理
論
的
根
拠
を
求
め
る
べ
き
と
し
た
う
え

で
、
そ
の
意
義
は
権
利
の
証
明
に
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
支
払
免
責

制
度
の
理
論
枠
組
み
が
構
築
さ
れ
る
と
の
結
論
が
導
か
れ
る
。

そ
の
理
由
づ
け
と
し
て
、
ま
ず
は
我
が
国
の
通
説
を
俎
上
に
載
せ

る
。
我
が
国
の
通
説
は
、
理
論
的
に
は
形
式
的
資
格
の
効
果
と
し
て

支
払
免
責
を
理
解
し
な
が
ら
も
、
所
持
人
が
権
利
者
と
推
定
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
を
も
っ
て

形
式
的
資
格

と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
概
念
の
母
法
で
あ
る
ド
イ
ツ
法
に
目
を
向
け
れ
ば
、
手
形
所
持

人
の
形
式
的
資
格
が
手
形
の
記
載
上
に
お
い
て
裏
書
が
連
続
す
る
こ

と
に
よ
り
成
立
す
る
と
い
う
点
に
争
い
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
通

説
の
考
え
方
は
我
が
国
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
理
解
で
あ
る
。
し
か
も
、
通

説
で
は
、
裏
書
の
連
続
を
欠
く
所
持
人
が
、
裏
書
連
続
の
欠
缺
部
分

に
つ
い
て
実
質
関
係
を
証
明
す
れ
ば
、
こ
れ
に
対
し
て
善
意
無
重
過

失
で
支
払
う
債
務
者
は
免
責
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
に

解
す
る
と
、
欠
缼
部
分
の
実
質
関
係
に
関
す
る
証
明
の
成
否
に
つ
い

て
の
判
断
は
債
務
者
が
裁
判
外
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
で
は
、
債
務
者
が
支
払
遅
延
や
支
払
っ
て
も
免
責
さ
れ
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な
い
リ
ス
ク
を
一
身
に
負
う
こ
と
に
な
る
う
え
、
結
果
的
に
支
払
免

責
制
度
が
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
の
迅
速
な
決
済
も
阻
害
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
、
結
論
の
妥
当
性
に
問
題
が
あ
る
。

続
い
て
筆
者
は
、
資
格
が
権
利
の
証
明
か
ら
権
利
外
観
へ
と
理
解

さ
れ
て
き
た
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
支
払
免
責
の
理
論
的
根
拠
を
権

利
外
観
に
求
め
る
こ
と
を
否
定
す
る
。
ま
ず
、
民
法
四
七
〇
条
等
の

善
意
弁
済
の
一
般
規
定
の
あ
る
我
が
国
は
、
手
形
法
四
〇
条
三
項
を

も
っ
て
免
責
の
範
囲
を
広
く
解
さ
な
け
れ
ば
、
と
り
わ
け
被
裏
書
人

と
の
同
一
性
を
欠
く
所
持
人
へ
の
支
払
に
は
保
護
が
与
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ド
イ
ツ
と
は
、
異
な
る
法
状
況
に
あ
る
と
す
る
。
さ

ら
に
、
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
支
払
免
責
制
度
は
善
意
者
保
護
の

制
度
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
債
務
者
の
支

払
強
制
の
地
位
と
い
う
こ
と
も
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
で
は
、
立
証
責

任
を
負
担
し
な
が
ら
支
払
を
拒
む
債
務
者
の
地
位
と
い
う
意
味
で
問

題
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
善
意
取
得
よ
り
保
護
範
囲
を
広
く

す
る
理
由
づ
け
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
。

結
論
的
に
筆
者
は
、
形
式
的
資
格
を
権
利
証
明
と
理
解
し
た
う
え

で
、
手
形
法
四
〇
条
三
項
の
射
程
と
し
て
も
、
手
形
法
一
六
条
一
項

に
基
づ
き
裏
書
連
続
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
範
囲
、
す
な
わ
ち
手
形

上
の
権
利
の
み
が
対
象
と
な
る
と
の
結
論
を
導
く
。
も
っ
と
も
、
こ

の
よ
う
な
結
論
は
、
支
払
免
責
制
度
の
理
論
的
根
拠
を
権
利
外
観
に

求
め
て
も
、
そ
こ
で
の
外
観
を
裏
書
連
続
に
よ
る
外
観
と
理
解
す
る

限
り
で
、
同
様
の
結
論
が
導
か
れ
る
点
で
説
得
力
を
欠
い
て
い
る
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
、
権
利
行
使
の
側
か
ら
見
て
、
裏
書
の
連
続
す
な

わ
ち
所
持
人
の
形
式
的
資
格
に
は
権
利
外
観
で
は
な
い
特
別
な
意
味

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
所
持
人
の
形
式
的
資
格
の
意
味

内
容
を
権
利
の
証
明
に
求
め
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
す
る
。

（
3
）
第
2
章
は

民
法
上
の
指
図
債
権
に
お
け
る
債
務
者
の
支
払

免
責

と
題
さ
れ
て
い
て
、
手
形
法
四
〇
条
三
項
に
と
っ
て
一
般
法

に
あ
た
る
民
法
四
七
〇
条
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
同
条
に
関
し
て
は
、

一
見
し
て
難
解
な
法
文
の
も
と
に
、
適
用
範
囲
や
債
務
者
の
調
査
権

の
意
義
を
巡
っ
て
民
商
学
説
の
対
立
が
あ
る
。
筆
者
は
、
そ
の
対
立

の
根
本
に
は
、
所
持
人
の
形
式
的
資
格
概
念
を
中
心
に
ど
の
よ
う
に

債
務
者
の
支
払
免
責
の
理
論
を
構
築
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
と

見
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
概
念
を
追
究
す
る
こ
と
で
民
法
四
七
〇
条

の
法
的
構
造
を
解
明
し
、
ひ
い
て
は
同
条
の
適
用
範
囲
と
調
査
権
・

調
査
義
務
の
意
義
に
つ
い
て
一
定
の
解
答
を
得
よ
う
と
す
る
。
民
法

四
七
〇
条
は
、
沿
革
的
に
は

提
示
人
ノ
正
否
（Le

giti
m
a‑

tio
n

）

に
つ
い
て
定
め
た
ロ
エ
ス
レ
ル
商
法
草
案
四
五
九
条
に
由

来
す
る
。
そ
こ
で
、
序
論
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
の
ド
イ
ツ
に

お
け
る
議
論
が
日
本
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
展
開
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さ
れ
た
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ま
ず
、
第
2
節
に
お
い
て
民
法
四
七
〇
条
の
立
法
趣
旨
が
検
討
さ

れ
、
立
法
者
が
民
法
四
七
〇
条
は
債
務
者
の
支
払
免
責
の
効
果
の
規

定
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
後
、
第
3
節

で
は
、
ロ
エ
ス
レ
ル
商
法
草
案
四
五
九
条
に
つ
い
て
、
当
時
の
ド
イ

ツ
の
議
論
状
況
を
指
針
に
し
て
法
的
構
造
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

結
論
的
に
は
、
同
条
の
も
と
に
は
所
持
人
の
資
格
概
念
に
基
づ
く
支

払
免
責
が
理
解
さ
れ
る
が
、
同
条
に
規
定
さ
れ
た

調
査
権

と
い

う
概
念
は
、
調
査
し
て
支
払
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
る
に
過
ぎ
ず
、
形
式
的
資
格
者
に
対
し
て
債
務
者
は
絶
対
的

な
支
払
義
務
を
負
う
と
す
る
初
期
の
免
責
理
論
が
近
時
の
免
責
理
論

（
所
持
人
の
無
権
利
に
つ
い
て
の
確
実
な
証
明
手
段
を
有
す
る
債
務

者
は
支
払
を
拒
絶
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
悪
意
の
支
払
に
は

免
責
の
効
果
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
）
へ
是
正
さ
れ
る
ま
で
の
、

い
わ
ば
媒
介
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
概
念
で
あ
る
と
す
る
。

筆
者
の
結
論
は
、
民
法
四
七
〇
条
は
、
形
式
的
資
格
を
備
え
た
所

持
人
に
対
し
て
支
払
え
ば
、
た
と
え
所
持
人
が
実
質
的
資
格
や
被
裏

書
人
と
の
同
一
性
を
欠
く
場
合
に
支
払
っ
て
も
免
責
さ
れ
、
受
取
の

記
載
さ
れ
た
所
持
人
に
対
し
て
支
払
え
ば
、
た
と
え
所
持
人
が
弁
済

受
領
資
格
を
欠
く
場
合
に
支
払
っ
て
も
免
責
さ
れ
る
と
い
う
法
的
構

造
を
有
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
民
法
四
七
〇
条
は
、

手
形
法
四
〇
条
三
項
よ
り
広
く
、
被
裏
書
人
と
所
持
人
と
が
同
一
性

を
欠
く
場
合
、
受
取
の
記
載
さ
れ
た
所
持
人
が
弁
済
受
領
権
限
を
欠

く
場
合
に
つ
い
て
も
免
責
の
効
果
を
認
め
る
規
定
と
な
る
。
支
払
免

責
制
度
の
理
論
的
根
拠
を
所
持
人
の
形
式
的
資
格
に
求
め
る
筆
者
の

考
え
方
か
ら
は
、
民
法
四
七
〇
条
は
、
支
払
免
責
の
本
則
を
定
め
た

手
形
法
四
〇
条
三
項
に
対
す
る
特
則
と
い
う
帰
結
が
導
か
れ
る
の
で

あ
る
。

（
4
）
第
3
章
は
、

手
形
法
に
お
け
る
裏
書
の
連
続
の
意
義

と

題
さ
れ
て
い
る
。
第
1
章
に
お
い
て
筆
者
は
、
支
払
免
責
の
理
論
的

根
拠
を
所
持
人
の
形
式
的
資
格
に
求
め
、
そ
の
意
味
内
容
を
権
利
証

明
に
求
め
る
べ
き
と
の
結
論
を
導
い
た
が
、
そ
の
理
由
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
の
が
本
章
で
あ
る
。

第
1
節
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
判
例
・
学
説
と
の
比
較
を
通
じ
て
、

我
が
国
に
お
け
る
裏
書
連
続
の
意
義
の
変
容
と
そ
の
妥
当
性
が
検
討

さ
れ
る
。
我
が
国
で
は
、
裏
書
不
連
続
手
形
に
関
し
て
、
欠
缺
部
分

を
所
持
人
の
側
で
証
明
す
れ
ば
裏
書
の
連
続
が
架
橋
さ
れ
、
も
っ
て

所
持
人
は
権
利
行
使
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
は
こ
の
よ
う
な
所
持

人
に
対
し
て
支
払
う
債
務
者
の
支
払
免
責
も
認
め
ら
れ
る
と
主
張
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
債
務
者
が
裁
判
外
で
所
持

人
に
よ
る
証
明
の
成
否
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
妥
当
性
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を
欠
く
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
、
裏
書
の
連
続
と
は
記
載

上
の
連
続
を
意
味
し
、
裏
書
不
連
続
手
形
の
所
持
人
も
欠
缺
部
分
を

証
明
し
て
権
利
行
使
で
き
る
と
は
い
え
、
欠
缺
部
分
が
証
明
さ
れ
て

も
裏
書
の
連
続
が
復
活
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
債
務
者
に
支

払
免
責
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
ド
イ
ツ
に

お
い
て
は
現
在
も
、
判
例
・
多
数
説
に
よ
っ
て
、
所
持
人
の
支
払
拒

絶
証
書
作
成
の
た
め
の
資
格
と
い
う
も
の
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
筆

者
は
、
こ
こ
に
裏
書
連
続
の
意
義
を
解
明
す
る
鍵
が
あ
る
と
見
る
わ

け
で
あ
る
。

そ
こ
で
第
2
節
で
は
、
一
九
世
紀
ま
で
遡
っ
て
、
ド
イ
ツ
法
で
展

開
さ
れ
た
所
持
人
の
支
払
拒
絶
証
書
作
成
の
た
め
の
資
格
の
意
味
内

容
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
結
論
的
に
は
、
支
払
拒
絶
証
書
作
成
の
た

め
の
資
格
と
は
、
支
払
拒
絶
証
書
作
成
時
に
支
払
呈
示
す
る
所
持
人

な
い
し
公
証
人
が
裏
書
の
連
続
に
よ
っ
て
自
己
の
権
利
を
証
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
す
る
。
こ
れ
を

踏
ま
え
て
第
3
節
で
は
、
こ
の
概
念
が
現
在
の
ド
イ
ツ
法
で
果
た
し

て
い
る
役
割
、
そ
れ
が
我
が
国
に
当
て
は
め
ら
れ
る
か
否
か
の
検
討

が
行
わ
れ
る
。

ま
ず
、
現
在
の
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
支
払
拒
絶
証
書
作
成
の
資
格

と
は
、
一
つ
に
は
、
訴
訟
前
の
拒
絶
証
書
作
成
と
い
う
段
階
で
、
所

持
人
に
裏
書
の
連
続
に
よ
る
権
利
証
明
を
要
求
す
る
こ
と
で
、
訴
訟

遂
行
が
迅
速
・
安
全
に
図
ら
れ
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
も
の
と
理
解

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
資
格
が
要
求
さ
れ
る
の
は
、

実
体
法
上
の
理
由
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
裏
書
不
連
続
手
形
に
よ
っ

て
も
遡
求
権
が
保
全
さ
れ
て
し
ま
う
と
す
る
と
、
主
債
務
者
が
支
払

不
能
で
は
な
く
、
裏
書
不
連
続
、
す
な
わ
ち
手
形
法
四
〇
条
三
項
に

よ
っ
て
免
責
さ
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
支
払
拒
絶
し
た
場
合
に
も
遡

求
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
手
形
法
が
予
定
す
る
遡
求
制
度
│
│

主
債
務
者
に
よ
る
支
払
が
な
い
と
き
に
は
じ
め
て
第
二
次
的
な
遡
求

義
務
が
追
及
さ
れ
る
│
│
が
正
し
く
実
現
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
。
か
く
し
て
筆
者
に
よ
れ
ば
、
支
払
拒
絶
証
書
作
成
の
資
格

と
は
、
訴
訟
以
前
の
段
階
で
、
所
持
人
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
唯
一
の

権
利
証
明
手
段
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
、

裏
書
の
連
続
、
す
な
わ
ち
所
持
人
の
形
式
的
資
格
は
、
裁
判
外
に
お

い
て
所
持
人
の
権
利
行
使
要
件
と
し
て
の
意
味
を
有
し
、
権
利
の
証

明
と
い
う
意
味
を
与
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
結
論
づ
け
る
。
そ
し
て
、

支
払
拒
絶
証
書
作
成
免
除
が
通
常
で
あ
る
我
が
国
で
は
む
し
ろ
、
拒

絶
証
書
作
成
免
除
の
場
合
に
も
裏
書
連
続
手
形
に
よ
る
支
払
呈
示
に

よ
っ
て
の
み
遡
求
権
が
保
全
さ
れ
る
と
解
さ
な
け
れ
ば
、
手
形
法
が

予
定
す
る
遡
求
制
度
の
実
現
が
図
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、

裏
書
の
連
続
に
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
支
払
拒
絶
証
書
作
成
の
資
格
と

同
様
の
意
義
を
見
い
だ
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
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筆
者
が
着
目
す
る
の
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
裁
判
上
で
、

裏
書
の
連
続
し
た
所
持
人
が
権
利
推
定
の
効
果
を
与
え
ら
れ
る
段
階

と
、
裏
書
不
連
続
手
形
の
所
持
人
も
立
証
責
任
を
負
担
し
て
権
利
行

使
で
き
る
段
階
と
の
間
に
、
裁
判
外
で
権
利
行
使
す
る
段
階
、
す
な

わ
ち
有
効
な
支
払
拒
絶
証
書
を
作
成
す
る
段
階
が
存
在
し
て
い
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
我
が
国
で
は
、
裁
判
上
も
裁
判

外
で
も
、
裏
書
不
連
続
手
形
の
所
持
人
は
欠
缺
部
分
の
実
質
関
係
を

証
明
し
て
権
利
行
使
で
き
、
支
払
免
責
の
効
果
も
享
受
で
き
る
と
解

さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
裁
判
外
で
の
権
利
行
使
要
件

と
い
う
視
点
が
抜
け
て
い
る
、
と
い
う
指
摘
を
行
う
。

（
5
）
終
章
で
は
、
第
1
章
か
ら
第
3
章
ま
で
の
考
察
の
結
論
が
導

か
れ
る
。
す
で
に
今
ま
で
の
紹
介
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
筆
者

は
、
現
在
の
通
説
の
理
解
す
る
支
払
免
責
の
適
用
範
囲
、
そ
の
前
提

と
し
て
の
裏
書
連
続
の
意
義
に
つ
い
て
懐
疑
的
な
態
度
を
と
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
筆
者
の
研
究
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
ド
イ
ツ
法
に
由

来
す
る
支
払
免
責
制
度
を
そ
の
発
生
史
的
観
点
か
ら
見
る
と
、
か
な

ら
ず
し
も
善
意
の
債
務
者
保
護
と
い
う
制
度
か
ら
出
発
し
た
わ
け
で

は
な
い
、
と
い
う
点
に
力
点
が
置
か
れ
る
。
手
形
法
四
〇
条
三
項
の

制
度
趣
旨
を
善
意
者
保
護
と
と
ら
え
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
射
程
を
拡
張

す
る
と
い
う
多
数
説
の
考
え
方
は
、
取
引
安
全
保
護
を
重
視
し
た
解

釈
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
と
見
る
。

そ
し
て
筆
者
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
支
払
免
責
制
度
の
理
論
的

根
拠
と
さ
れ
て
き
た
所
持
人
の

形
式
的
資
格

概
念
に
特
別
の
意

味
を
見
い
だ
す
こ
と
に
な
る
。
我
が
国
の
通
説
の
い
う
形
式
的
資
格

│
│
権
利
者
と
し
て
推
定
さ
れ
る
こ
と
│
│
は
我
が
国
独
自
の
理
解

で
あ
っ
て
、
結
論
的
妥
当
性
も
欠
く
こ
と
か
ら
、
支
払
免
責
の
要
件

と
し
て
の
裏
書
の
連
続
は
、
記
載
上
の
裏
書
の
連
続
と
理
解
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
、
所
持
人
の
形
式
的
資
格
│
│
形
式

的
な
裏
書
の
連
続
│
│
の
意
義
は
、
権
利
外
観
で
は
な
く
、
権
利
の

証
明
（N

ac
h
w
eis

）
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
積

極
的
な
意
義
は
、
手
形
法
に
お
い
て
は
、
所
持
人
の
形
式
的
資
格
は

裁
判
外
で
は
未
だ
所
持
人
の
権
利
行
使
要
件
│
│
裁
判
外
で
は
所
持

人
は
裏
書
連
続
以
外
の
方
法
で
自
己
の
権
利
を
証
明
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
│
│
と
し
て
の
意
味
を
有
し
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
と

す
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
外
に
お
い
て
も
、

債
務
者
側
は
裏
書
の
連
続
に
よ
る
権
利
証
明
の
有
無
の
み
を
考
慮
す

れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
結
果
、
迅
速
・
円
滑
な
手
形
関
係
の
処
理
が

実
現
さ
れ
る
と
す
る
。

さ
ら
に
筆
者
に
よ
れ
ば
、
支
払
免
責
の
要
件
を
所
持
人
の
権
利
行

使
要
件
の
側
か
ら
把
握
し
、
そ
れ
を
権
利
証
明
た
る
外
形
的
事
実
に

求
め
る
具
体
的
な
意
味
は
、
債
務
者
の
調
査
義
務
の
対
象
が
、
所
持
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人
の
形
式
的
資
格
の
有
無
、
す
な
わ
ち
権
利
を
証
明
す
る
外
形
的
事

実
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
債
務
者

の
調
査
義
務
が
軽
減
・
免
除
さ
れ
る
結
果
、
迅
速
な
決
済
が
実
現
さ

れ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
、
筆
者
の
関
心
は
、
筆
者
が
追
究
し
た
と
こ

ろ
の
理
論
が
手
形
法
以
外
に
も
展
開
可
能
か
と
い
う
点
に
移
る
。
そ

し
て
、
付
論
と
題
さ
れ
る
補
章
に
お
い
て
、
預
金
の
不
正
な
払
戻
し

と
銀
行
の
免
責
に
関
す
る
問
題
が
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
6
）
付
論
1
は
、
払
戻
請
求
書
の
免
責
的
効
力
を
基
礎
と
し
た
預

金
者
と
銀
行
の
利
害
調
整
基
準
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
預
金
の
不
正
な
払
戻
し
と
銀
行
の
免
責
に
関
し
て
は
、

民
法
四
七
八
条
な
い
し
同
趣
旨
の
免
責
約
款
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が

判
例
法
理
と
し
て
確
立
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
筆

者
は
、
民
法
四
七
八
条
適
用
と
い
う
判
例
法
理
を
離
れ
て
、
民
法
四

八
〇
条
を
基
礎
と
し
た
場
合
の
利
害
調
整
を
検
討
す
る
。
民
法
四
八

〇
条
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、

同
条
を
証
券
・
証
書
の
推
定
力
を
基
礎
と
す
る
弁
済
者
の
免
責
規
定

と
見
る
た
め
で
あ
る
。
結
論
的
に
は
、
同
条
の
母
法
で
あ
る
ド
イ
ツ

民
法
三
七
〇
条
の
も
と
に
成
立
し
て
い
る
、
真
正
の
受
取
証
書
の
場

合
に
は
同
条
に
よ
り
免
責
さ
れ
、
偽
造
の
場
合
に
は
過
失
あ
る
債
権

者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
と
の
相
殺
と
い
う
形
で
債
務
者
は
免

責
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
偽
造
と
い
う

違
法
行
為
に
つ
い
て
の
責
任
分
担
の
あ
り
方
を
示
す
と
と
も
に
、
債

権
者
と
債
務
者
と
の
双
方
の
過
失
の
度
合
い
に
応
じ
た
責
任
分
担
を

実
現
す
る
う
え
で
示
唆
を
与
え
る
と
す
る
。

付
論
2
で
は
、
預
金
払
戻
し
に
関
す
る
免
責
約
款
の
効
力
が
扱
わ

れ
て
い
る
。
付
論
1
で
は
、
民
法
四
七
八
条
と
免
責
約
款
の
判
例
法

理
か
ら
離
れ
て

試
論

を
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
解
釈
論
と
し

て
は
こ
の
問
題
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
免
責
約

款
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
例
で
は
主
と
し
て
民
法
四
七
八
条

の
適
用
が
問
題
と
さ
れ
、
免
責
約
款
が
い
か
な
る
意
義
・
効
力
を
有

す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
か
は
明
確
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
筆
者

は
、
偽
造
手
形
・
小
切
手
に
関
す
る
同
内
容
の
免
責
約
款
に
関
す
る

判
例
法
理
の
展
開
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
預
金
払
戻
し
に
関
す
る

免
責
約
款
の
効
力
を
明
ら
か
に
す
る
。
結
論
的
に
は
、
偽
造
手
形
・

小
切
手
の
支
払
に
つ
い
て
は
損
失
負
担
特
約
と
し
て
の
免
責
約
款
が

問
題
と
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
預
金
の
払
戻
し
に
関
し
て
は
、
民

法
四
七
八
条
の
解
釈
の
方
が
あ
る
べ
き
免
責
約
款
の
解
釈
に
近
づ
け

ら
れ
て
き
た
と
分
析
し
た
う
え
、
問
題
の
解
決
に
と
っ
て
は
、
約
款

に
よ
る
規
律
に
求
め
る
の
が
正
し
い
方
向
性
で
あ
る
と
す
る
。

付
論
3
は
、
盗
難
通
帳
を
用
い
た
預
金
の
不
正
な
払
戻
し
と
銀
行

の
免
責
に
関
し
て
、
預
金
者
の
過
失
を
扱
っ
た
近
年
の
判
例
を
研
究
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し
て
い
る
。
筆
者
が
こ
れ
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
筆
者
が
付
論
1
や

付
論
2
で
得
た
基
本
姿
勢
│
│
債
権
者
と
債
務
者
と
の
過
失
の
度
合

い
に
応
じ
た
責
任
分
担
│
│
と
の
関
連
で
こ
れ
を
分
析
す
る
た
め
で

あ
ろ
う
。
筆
者
に
よ
れ
ば
、
預
金
者
の
過
失
を
巡
っ
て
は
、
預
金
者

に
過
失
が
あ
る
場
合
に
の
み
銀
行
は
免
責
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
議
論

と
、
預
金
者
に
過
失
が
あ
る
場
合
に
は
、
過
失
が
あ
っ
て
銀
行
が
民

法
四
七
八
条
に
よ
っ
て
免
責
さ
れ
な
い
場
合
に
も
、
銀
行
の
責
任
は

軽
減
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
議
論
と
が
あ
る
。
結
論
と
し
て
、
前
者
に

関
し
て
は
、
約
款
上
、
補
て
ん
請
求
権
制
度
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
一
応
の
解
決
を
見
て
お
り
、
後
者
に
関
し
て
は
、
預
金
払
戻
請

求
権
に
損
害
賠
償
責
任
に
関
す
る
過
失
相
殺
規
定
を
類
推
適
用
す
る

こ
と
は
理
論
的
に
困
難
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

最
終
的
に
筆
者
は
、
筆
者
の
追
究
し
た
支
払
免
責
の
法
理
が
預
金

の
不
正
な
払
戻
し
に
係
る
銀
行
の
免
責
の
問
題
に
も
展
開
で
き
る
か

と
い
う
問
題
に
明
示
的
に
答
え
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
付
論
1
か

ら
付
論
3
ま
で
の
考
察
に
お
い
て
筆
者
が
得
た
結
論
か
ら
推
察
す
る

と
、
こ
の
問
題
は
、
少
な
く
と
も
偽
造
の
場
合
に
は
善
意
弁
済
の
問

題
と
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
損
失
負
担
契
約
の
問
題
と
し
て
、
そ
れ
ゆ

え
免
責
約
款
に
よ
る
解
決
を
み
る
べ
き
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

四

本
論
文
の
評
価

冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
論
文
は
、
取
引
安
全
保
護
の
重
視

と
い
う
考
え
方
を
再
び
見
直
す
と
い
う
観
点
か
ら
と
り
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
と
し
て
、
大
き
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
も
指

摘
す
る
よ
う
に
、
支
払
免
責
に
関
し
て
は
、
昭
和
四
〇
年
代
頃
ま
で

に
、
先
駆
的
な
業
績
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
（
河
本
一
郎

免
責

証
券
に
つ
い
て

（
一
九
五
三
年
）、
喜
多
了
佑

支
払
人
の
調
査
義

務

（
一
九
六
五
年
）
等
）。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
当
時
と
し
て

最
も
注
目
す
べ
き
理
論
と
し
て
の
権
利
外
観
理
論
を
も
っ
て
支
払
免

責
制
度
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、

私
法
学
一
般
の
問
題
と
し
て
、
取
引
安
全
の
見
直
し
の
機
運
も
少
な

か
ら
ず
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
善
意
取
得
制
度
に
つ
い
て
も
、

そ
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
支
払
免
責
制
度
と
同
様
の
争
い
が
あ
り
、

従
来
我
が
国
で
は
そ
の
射
程
を
広
く
解
す
る
い
わ
ゆ
る
無
制
限
説
が

有
力
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、
近
年
は
制
限
説
を
主
張
す
る
者
も

少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
に
対
し
、
筆
者
は
、
現
在
の
多
数

説
の
理
解
す
る
支
払
免
責
の
適
用
範
囲
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
裏
書

連
続
の
意
義
に
つ
い
て
批
判
的
な
態
度
を
と
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
筆
者
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
法
に
由
来
す
る
支
払
免
責
制

度
を
発
生
史
的
観
点
か
ら
見
る
と
、
必
ず
し
も
善
意
の
債
務
者
保
護

と
い
う
制
度
か
ら
出
発
し
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
点
に
力
点
が
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置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
結
論
へ
の
賛
否
は
別
と
し
て
、
債
務
者
保

護
と
し
て
の
取
引
安
全
保
護
に
関
す
る
見
直
し
の
機
運
に
一
つ
の
素

材
を
提
供
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
寄
与
す
る
と
こ
ろ
は
大
で
あ
る
。

本
論
文
の
最
終
的
な
結
論
と
し
て
、
筆
者
は
、
我
が
国
で
も
講
学

上
説
か
れ
て
き
た
と
こ
ろ
の
所
持
人
の
形
式
的
資
格
概
念
の
意
義
を

再
び
検
証
し
つ
つ
、
権
利
行
使
要
件
と
の
関
係
で
支
払
免
責
の
要
件

を
見
い
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
支
払
免
責
制
度
の
理
論
を
構

築
し
て
い
る
。
筆
者
に
よ
れ
ば
、
支
払
免
責
の
要
件
は
、
裁
判
外
の

権
利
行
使
要
件
で
あ
り
、
権
利
証
明
た
る
外
形
的
事
実
、
す
な
わ
ち

裏
書
の
連
続
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
資
格
を
権
利
外
観
と
つ
な
ぐ
こ

と
に
批
判
的
な
学
説
も
主
張
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
（
小
橋
一

郎

手
形
行
為
論

（
一
九
六
四
年
））、
遡
求
権
保
全
効
の
形
式
的

要
件
と
し
て
、
裏
書
連
続
と
し
て
の

形
式
的
資
格

を
要
求
す
る

と
い
う
見
解
も
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
（
倉
澤
康
一
郎

手
形
所

持
人
の
形
式
的
資
格

（
一
九
八
一
年
））。
ま
た
、
手
形
法
四
〇
条

三
項
の
適
用
範
囲
を
広
く
解
す
る
多
数
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
筆

者
が
挙
げ
た
論
拠
も
、
既
に
少
数
説
の
論
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
独
特
の
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
上
の
権
利
行
使
の
段
階
と
裁
判
外
で
の
権
利

行
使
の
段
階
と
い
う
視
点
を
得
、
裏
書
の
連
続
は

裁
判
外
で
の

所
持
人
の
権
利
行
使
要
件
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
と
し
た
理
論
の

組
み
立
て
に
独
自
性
が
あ
り
、
こ
こ
に
筆
者
の
長
所
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
筆
者
は
、
ド
イ
ツ
法
の
分
析
を
経
て
こ
の
着
想
に
到
達
し

て
い
る
が
、
支
払
拒
絶
証
書
の
作
成
が
通
常
で
あ
る
ド
イ
ツ
法
の
議

論
を
、
支
払
拒
絶
証
書
作
成
免
除
が
通
常
で
あ
る
我
が
国
に
ア
ナ
ロ

ジ
ー
と
し
て
当
て
は
め
る
う
え
で
の
前
提
条
件
を
検
討
し
、
場
合
分

け
を
し
た
う
え
で
結
論
を
導
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
論
は
き

わ
め
て
卓
越
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
筆
者
の
結
論
は
よ

り
説
得
力
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

本
論
文
の
価
値
は
、
以
上
に
述
べ
た
点
に
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
は

な
い
。
筆
者
の
研
究
手
法
と
し
て
、
所
持
人
の
資
格
な
い
し
形
式
的

資
格
概
念
に
対
し
て
母
法
と
な
る
ド
イ
ツ
法
に
つ
い
て
、
一
九
世
紀

ド
イ
ツ
法
学
に
ま
で
遡
り
、
そ
の
立
法
史
や
判
例
・
学
説
を
丹
念
に

紹
介
・
検
討
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
高
く
評
価
で
き
る
。
ド
イ
ツ

法
に
お
け
る
支
払
免
責
制
度
の
研
究
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
周
到
か

つ
詳
細
で
あ
り
、
特
に
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
支
払
拒
絶
証
書
作
成
の

資
格
に
関
す
る
議
論
は
、
こ
れ
ま
で
我
が
国
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た

も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
論

文
の
持
つ
資
料
的
価
値
も
高
い
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
筆
者
は
、
民

法
上
の
指
図
債
権
の
支
払
免
責
規
定
で
あ
る
民
法
四
七
〇
条
を
取
り

上
げ
て
い
る
。
支
払
免
責
制
度
の
研
究
と
い
え
ば
、
商
法
の
研
究
者

は
、
手
形
法
四
〇
条
三
項
を
重
視
し
て
議
論
を
展
開
す
る
傾
向
に
あ
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り
、
民
法
四
七
〇
条
の
立
法
の
経
緯
や
制
度
趣
旨
の
分
析
に
つ
い
て

は
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
。
筆
者
は
、
明
確
な
意
識
の
下
に
商
法
と

関
連
の
深
い
民
法
四
七
〇
条
の
立
法
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

う
え
で
形
式
的
資
格
概
念
に
基
づ
く
支
払
免
責
の
理
論
構
成
を
試
み

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
着
想
に
基
づ
く
筆
者
の
研
究
は
、
支
払
免
責

に
関
す
る
研
究
に
新
た
な
材
料
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
こ
に

お
い
て
も
そ
の
研
究
を
高
く
評
価
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
島
田
君
の
提
出
し
た
本
論
文
は
、
一
篇
の
独
立
し

た
学
位
請
求
論
文
と
し
て
き
わ
め
て
高
い
価
値
を
有
し
、
学
界
に
大

な
る
寄
与
を
果
た
す
研
究
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
島
田

君
の
研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
・
展
開
の
た
め
に
い
く
つ
か
の
希
望
を

述
べ
た
い
と
思
う
。
ま
ず
、
筆
者
の
主
張
の
通
り
、
支
払
免
責
制
度

は
善
意
者
保
護
の
制
度
と
し
て
発
生
し
た
の
で
は
な
い
と
い
う
の
は

そ
の
通
り
で
あ
る
に
し
て
も
、
さ
ら
な
る
研
究
の
発
展
の
た
め
に
は
、

相
対
す
る
善
意
取
得
制
度
や
権
利
外
観
理
論
に
つ
い
て
の
検
討
を
い

ず
れ
か
の
機
会
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
い
ず
れ
も
私
法
全
般
に
通
ず
る
最
難
関
の
課
題
で
あ
り
、
生
涯

か
け
て
も
解
明
し
え
な
い
ほ
ど
の
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
島
田
君
の
才

能
と
努
力
に
期
待
し
て
、
あ
え
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本

論
文
は
比
較
法
を
ド
イ
ツ
法
と
し
て
支
払
免
責
の
基
礎
理
論
を
追
究

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
比
較
法
的
・
方
法
論
的
な
価
値
は
疑
い
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
ら
な
る
研
究
の
広
が
り
と
い
う
意
味
で
言

え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
支
払
免
責
制
度
の
研
究
に
も
及
ぶ
こ

と
が
必
要
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
統
一
手
形
法
の

受
容
後
の
議
論
と
し
て
我
が
国
の
解
釈
論
を
展
開
し
て
い
く
際
に
、

ド
イ
ツ
法
を
範
と
す
べ
き
か
フ
ラ
ン
ス
法
を
範
と
す
べ
き
か
に
つ
い

て
は
、
現
実
と
理
論
と
の
関
係
を
含
め
て
本
質
的
な
検
討
課
題
と
い

え
る
か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
、
筆
者
の
追
究
し
た
理
論
を
展
開
す
る

試
み
と
し
て
、
預
金
の
不
正
な
払
戻
し
と
銀
行
の
免
責
の
問
題
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
本
論
文
は
あ
く
ま

で
も
準
備
作
業
と
も
い
え
る
位
置
づ
け
で
あ
り
、
今
後
、
島
田
君
流

の
民
法
四
七
八
条
論
や
責
任
分
担
論
（
債
権
者
・
債
務
者
双
方
の
過

失
割
合
）
の
さ
ら
な
る
展
開
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
こ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
は
島
田
君
も
十

分
に
承
知
し
て
お
り
、
本
論
文
の
随
所
に
そ
う
し
た
配
慮
も
う
か
が

わ
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
安
心
し
て
島
田
君
の
将
来
の
研
究
に
委
ね

る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
の
島
田
君
の
将
来
の
研
究
に
対

す
る
い
く
つ
か
の
希
望
は
あ
る
も
の
の
、
本
論
文
は
支
払
免
責
の
基

礎
理
論
を
深
く
追
究
し
た
す
ぐ
れ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
あ
り
、
学

界
に
寄
与
す
る
こ
と
が
極
め
て
大
き
い
論
文
で
あ
る
と
の
評
価
を
な
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し
得
る
と
こ
ろ
か
ら
、
島
田
君
の
研
究
者
と
し
て
の
力
量
は
十
分
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
審
査
員
一
同
は
、
島
田
志
帆
君
に

博
士
（
法
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
す

る
。

平
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二
二
年
九
月
一
日
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